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１．問題と目的

　近年，グローバル化・情報化の急速な進展，多様性の
尊重，人工知能や生命倫理など科学技術の進化に伴う新
たな問題，環境問題や超少子高齢化を社会的な背景とし
て，決まった正解のない予測困難な時代が到来したと言
われている。教育現場においても，近年の教員の大量退
職・大量採用等教員を巡る環境が大きく変化している。
さらに，少子化により児童生徒が減少する中，特別支援
教育を受ける児童生徒数が10年間で２倍になっているな
ど学校現場の課題が複雑化・多様化している。このよう
な現状を受け，令和4年 8月には文部科学省より「公立
の小学校等の校長及び教員としての資質向上に関する策
定に関する指針」が改訂されるなど教職員の資質向上が
求められている（文部科学省，2022）。
　ところで，学校教育の大きな変革のひとつとして，こ
れまでの「道徳の時間」が2015年度に「特別の教科　
道徳」（以下，道徳科）として教科化されたことが挙げ
られる。道徳科は，道徳教育の要として「よりよく生き
るための基盤となる道徳性を養うこと」を目標とし，教
科化に伴い，内容の体系化や検定教科書の導入，指導方
法の改善，評価の導入がなされた（文部科学省，2018）。
道徳科においても質的転換が求められるなど，教職員の
資質能力向上が喫緊の課題となっている。
　そこで本稿では，基盤となる教職員の資質能力向上の
在り方についてまとめ、次に教職員の道徳科に係る資質
能力向上の特徴を整理し、研修内容の具体である教育課
程編成や指導・支援についてまとめる。そしてそれらを
踏まえ，今後の道徳科に係る教職員の資質能力向上のあ
り方についての展望を検討することを目的とする。

２．教職員の資質能力向上に関する研究動向

　まず，教職員の資質能力向上に関する研究動向につい
てまとめる。
　令和4年 8月の「公立の小学校等の校長及び教員とし
ての資質向上に関する策定に関する指針」の改訂により，
多様な専門性を有する質の高い教職員集団の構築を目指
し，不断の資質の向上を図ることが求められた。具体的
な教員の指標としては，①教職に必要な素養，②学習指
導，③生徒指導，④特別な配慮や支援を必要とする子供
への対応，⑤ ICTや情報・教育データの利活用が挙げら
れ，資質能力向上を推進する体制の整備が喫緊の課題と
なっている（文部科学省，2022）。
　秋田（2012）は，伝達行為を含みながら教師個人のそ
れぞれの良さを認め合ったり，そこから学び合ったりす

る形での校内研修モデルを報告している。その中での教
師の学びの質は，浅い順から①受動的，②能動的，③相
互作用的，④共同構成的へと４段階に深化することを報
告している。①受動的とは「静かに参加しているが，関
心は低い状態」，②能動的とは「意欲はありそれぞれに
活発に感想や意見を発信して参加している状態」，③相
互作用的とは「同僚の他の教師の視点を知ったり，相互
の考えの相違の交流を示すことで個人に新たな理解が深
まったり，より具体的に当該授業が捉えられたり，授業
全般へのより深い理解や抽象化が生じている状態」，④
共同構成的とは「授業の見方や評価において教員相互の
差異や共通性にもとづき，その授業のあり方や教材内容
についての吟味が参加した教師皆で共有されて，さらに
検討に値する内容は何か，焦点化された課題の発見や吟
味がなされ，次の授業の検討につながる自分たちの共通
のことばや考え方，課題が生まれる状態」である。田中
（2022）は，この秋田（2012）の教師の学びの質の深ま
りを「教職員の学びの質の深まりモデル」とし，それを
基盤としたICT活用教育に関する校内研修の実践を報告
している。田中は同論文で，その研修の成果が十分に出
たことから，教職員の学びの深まりモデルを基盤とした
ICT活用教育に関する校内研修は専門性向上と校内体制
構築につながることを示唆している。これまでの教職員
の資質能力向上のあり方については，校務分掌の機構改
革との一体化や国・県の研究指定等による変革の事例，
運営の中心に研究を据える文化のある学校の事例に基づ
く特徴や成立要件に着目されることが多かった（町支・
脇本，2020）。しかし，田中（2022）の実践は教職員の
組織や会合の実施回数には大きな変更を加えず，研修の
運用・実施方法を体系化し，工夫を凝らすことで充実を
図ったものであるため，日常的な教職員の資質向上の機
会の継続性を担保する上でも，この実践には大きな意義
があると言えよう。教職員研修や校内研究の企画・運営
にあたっては，学校文化の把握に合わせて計画的に行う
ことの重要性が指摘されており（姫野，2012），教職員の
学びの質の深まりモデルを基盤とした他の教育課題の校
内研修の実施が期待される。

３．道徳科に係る資質能力向上に関する教員のニーズ

　次に，道徳科に係る資質能力向上に関する教員のニー
ズについての報告をまとまめる。
　1で述べたように道徳科の教科化により，検定教科書
や指導要録への記述式の評価等が導入される等学習指導
要領の内容がこれまでの「道徳の時間」から大幅改訂さ
れたが，浅部（2019）は多くの教職員が道徳授業に対し
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て，不安感を抱いていることを指摘している。吉井・藤
本（2018）は，教員の道徳科に対する不安感について，
検定教科書の使用や評価には不安を有しながらも一定理
解している教員も多い一方で，道徳科の授業では何を教
えるのかという指導内容について不安や困惑を抱く教職
員の存在を指摘している。
　また，谷口（2018）は小学校教員の道徳授業に対する
感情として，「充実感」，「劣等感」，「不安感」の３つの心
理次元が存在していることを指摘している。「不安感」は
「難しい」，「不安」という感情を持ちながらも道徳科に
向き合おうとしていることを示している。一方で，「苦し
い」，「辛い」，「恥ずかしい」という「劣等感」が道徳科
の授業を忌避する行動に作用していることを報告してい
る。「不安感」を有している教員は，若手教員に多いこと
が指摘されており，初任者研修をはじめとする若手教員
を対象とした研修での道徳科の扱いの重要性が窺える。
この若手教員への道徳科に係る資質向上については，団
塊世代の教員の大量退職とそれに伴う若手教員の大量採
用との関連も考えられ，浅部（2022）は子供の「伴走者」
として優れたファシリテート力を有するベテラン教職員
の指導技術を若手教職員に伝達するシステムの構築の重
要性を示唆している。
　これらのことから，道徳科の教科化に伴う不安や困惑
を抱く教職員の存在が推察され，学校現場で教職員が自
信をもち，充実した道徳科指導を持続的に行うためには
教職員の資質向上に関するシステムの構築が必要不可欠
と言えよう。

４．教職員の道徳科に係る資質向上に関する研究動向

　次に，道徳科に係る教職員の資質向上に関する研究を
まとめる。
　まず，道徳科に係る研修の内容に関する先行研究を見
ると，佐々木（2022）は研修の量が十分でないことに加
えて，道徳科の指導と評価に重点が置かれているものの，
研修の質が不十分であることを指摘している。そこで，
教職員が授業・指導をする際に効果的なイメージを持て
るようにするために，「学習者の視点」を取り入れ，学習
者として模擬授業を行う校内研修を提案している。教職
員が学習者として「主体的で，対話的で，深い学び」や
「物事を多面的・多角的に考える」，「道徳的価値の理解
を自分との関わりで深める」ことを体験することで，学
習者の立場から授業の見直しを行うことででき，さらに
教職員役の同僚と協働的に省察を行うことができること
を報告している。
　森（2022）は，現実の問題に対処できる実効性のある

道徳性を養うためには，子供たちを取り巻く現状と実態
に即して，柔軟な発想で授業構想・改善を図っていく授
業力の重要性を指摘している。具体的な授業力として①
道徳科の指導と評価に関する基本事項を理解して教材を
分析する力，②指導の要点と導き出したい子供の考えを
明確にする力，③導き出したい子供の考えを引き出すた
めに，子供の実態に即して必要な指導を構想・実践する
力，④指導の要点に即して子供の考えとその変容を捉え
る力，⑤子供の姿から改善すべき指導上の課題を明確に
する力の5つを挙げている。そしてこれらの授業力向上
において，授業研究会は教員個人にとっても，学校全体
としても有益な活動であり，授業力の向上の要であると
述べている。また，森は授業研究会について，研修講師
を招く専門性に特化したもののみでなく，専門性を備え
たうえで，同僚と協働しながら授業改善の多様な方策を
見出すことを繰り返すような継続性と協働性の担保を重
要視している。
　谷口（2020）は，OPPシート（One Page Portfolio シー
ト）を使用した道徳科授業に関する校内研修の在り方に
ついて検討した。その中で，①教員自身が自ら学ぶ目的
を明確にすること，②教員自身が校内研修を通した自身
の学びを評価すること，③教員自身が校内研修を通して
得られた学びの成果を実感することの3点が必要であり，
OPPシートを使用した研修はこれらを導出することが可
能であることを報告している。
　これらのことから道徳科の授業研究等の研修の機会
は，授業デザインそのものを考えることよりも「学習者
の視点」や同僚との協働的な省察など授業者自身の道徳
科指導における考えの幅を広げることが重要であると言
えよう。その実現のためには「学習者の視点」のように
教職員や発問を俯瞰することやOPPシートのような自身
の研修の学びを省察することは効果的であると考えられ，
そののちに子供の取り巻く環境や子供の実態に最適な指
導を提供できるようになろう。そして，その前提として，
研修の専門性と継続性の担保が求められる。
　指導体制に関する先行研究を見てみると，飯塚（2022）
は，道徳教育推進教師を中心とした指導体制の構築が不
十分である可能性を指摘している。また，実働する機能
的な指導体制の構築のためには，道徳教育推進教師が本
来求められる位置づけや役割を踏まえた適切な校務分掌
の調整，そのための学校管理職のリーダーシップの重要
性を述べている。
　また，木下（2022）は道徳教育推進教師に求められる
ものとして，教育課程全体を見渡す鳥瞰的な目（鳥の目）
と授業隅々まで見取る目（蟻の目）を挙げており，教務
担当の教諭等と連携した体制の必要性を指摘している。
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さらに学期のはじめに公開授業を行うなど，全職員が授
業イメージを共有できる工夫が必要であることを報告し
ている。また，浅部（2019）は道徳教育を推進していく
ためには，道徳教育推進教師の資質向上が必要であるこ
とを指摘している。
　これらのことから，道徳教育推進教師の求められる役
割は大きいものの，十分機能していない現状が推察され
る。道徳教育を推進するうえでは，木下（2022）の指摘
するように校長をはじめ授業を行う学級担任，教育課程
をマネジメントする教務担当の教諭等と連携を図ること
が重要である。そのためには，道徳教育推進教師のおか
れている環境も踏まえ，校務分掌の整備・見直しも必要
であろう。さらに，道徳教育推進教師の資質向上を図る
研修の設定が求められる。

５．教育課程編成・指導法改善に向けた研究動向

　2015年度に道徳科が教科化されて以降，「考える道徳」
「議論する道徳」の実現に向けて様々な研究が行われて
いる。
　毛内（2022）は主体的・対話的で深い学びのある道徳
授業の実現のためには，計画から授業実施，評価，そし
て改善までを1つのサイクルと捉えるPDCAサイクルの
実現の重要性を指摘している。毛内はそれぞれの段階で
重要であることを報告しており，「P」（道徳授業の計画）
では学校・家庭・地域社会の実態から育てたい児童の姿
を明確にし，道徳教育の重点目標や重点的に指導する内
容項目を設定し，全体計画や別葉等指導計画を立て，全
ての教職員で共通理解すること，「D」（道徳授業の授業
実践）では，1単位時間の中に①道徳的価値の理解，②
自己を見つめる学習，③多面的・多角的に考える学習，
④人間としての生き方について考える学習の4つの学習
を含むこと，「C」（道徳授業の評価）では，「道徳科の授
業に対する評価」と「道徳科の授業で見取る子どもの評
価」の2つの視点をもち一体的に捉えること，「A」（道
徳授業の改善）では，評価を基に教職員で共通理解を図
りながら，校内研修等で理解を深め，チーム学校として
より質の高い道徳授業に改善することを重点としている。
また，中野（2020）はPDCAサイクルでは短い期間での
改善に対応できないことを問題視し，年間指導計画の他
に学期や単元ごとの指導計画を設定し，修正が必要な際
にこまめに計画を見直すようなカリキュラム・マネジメ
ントを提案している。このように，道徳科授業の質の向
上のためには個人の実態はもちろんであるが，学校や家
庭，地域社会の実態も踏まえ，意図的・組織的な教育課
程の位置づけが重要である。

　また，領域時代には読み物教材の登場人物の心情読み
取りを中心とした指導法が多く，道徳授業の課題として
挙げられていたが，道徳科が教科化され，指導方法の改
善の研究も行われている。木下（2021）は読み物教材の
登場人物への自我関与中心の学習を取り上げている。問
題意識をもつための導入を工夫し，役割演技や対話活動
などの言語活動を取り入れ，適切な発問をすることで，
単なる心情の読み取りではなく，登場人物を自分との関
わりの中で考えることができ，道徳的価値について考え
を深めることができると報告している。また，2019年12
月に打ち出されたGIGAスクール構想との関連を図る指
導も検討されており，幸阪（2021）はICT機器を活用し
た授業実践の報告を行っている。幸阪はICT機器を，コ
ミュニケーションを促すツールとして使用し，言葉の可
視化による問題意識の共有や情報の共有から自己の振り
返りの深化を可能にしたことを報告している。このよう
に道徳科では児童が道徳科の目標を達成できるよう授業
展開や学習活動，発問，教材等の工夫が求められている。

６．�特別な配慮や支援を必要とする児童生徒への道徳科
指導・支援の充実に向けた研究動向

　最後に，「公立の小学校等の校長及び教員としての資
質向上に関する策定に関する指針」の具体的な教員の指
標の1つに「特別な配慮や支援を必要とする子供への対
応」が挙げられたが，道徳科で求められている発達障害
等のある児童への対応についてまとめる。
　小学校学習指導要領解説「特別の教科　道徳編」に
は，「発達障害等のある児童に対する指導や評価を行う
上では，それぞれの学習の過程で考えられる『困難さの
状態』をしっかりと把握したうえで必要な配慮が求めら
れる。」と記述されており（文部科学省，2018），具体的
な児童生徒の困難や指導上の工夫についても，道徳科
が教科化されるにあたり示された「『特別の教科　道徳』
の指導方法・評価等について（報告）」に記載されてい
る（文部科学省，2016）。
　道徳科における発達障害等のある児童への配慮・支援
についての先行研究を見てみると，指導方法については，
青木・田中・奥住（2021）は，道徳科での指導上の工夫
は他教科等と同様に行われるものが多い中で，気持ちの
変化を図や矢印などで視覚的に示す支援が道徳科で特に
行われていることを報告している。また，青木（2022a）
は，道徳科における授業のユニバーサルデザイン化やク
ラススタンダードを含む学級全体に対して行うクラスワ
イドな支援の特徴について言及している。道徳科のクラ
スワイドな支援の特徴として，多様な学習活動の取り入
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れや授業規律の設定等全ての児童が道徳的価値につい
て迫れるような学習活動の工夫と検定教科書の導入に伴
う教材提示の工夫の2点を報告している。青木（2022b）
は発達障害のある児童であっても，適切な指導上の工
夫を行うことで，授業促進を促進し，自身の考えを道徳
的価値に基づき考えることができたり，他者の考えの存
在に気付くことができたりすることを報告している。ま
た，吉田・友永・高橋・石川・鈴木（2020）は，自閉症
スペクトラム障害傾向のある児童に対して，通級による
指導を模した形での個別の道徳科授業の実践を報告して
いる。個別の指導を行うことで，一斉の指導では見取る
ことの難しい困難の状態を的確に見取ることができ，最
適なアプローチを選択できることを報告している。また，
指導内容についても，青木・奥住・大井（2021）が学習
障害等発達障害のある児童への特別な指導内容と道徳科
の内容項目とで関りがある項目もあることから，学びの
連続性を担保した指導を図ることが重要であるとしてい
る。
　これらのことから指導方法と指導内容の両方の側面か
ら指導・支援のあり方を検討する必要があろう。また，
青木・田中・大井・奥住・小林（2021）では通常の学級
における病気のある児童への道徳科指導の際には成育歴
等による心理的配慮が必要であること，障害の種類によ
る配慮事項の差異があることを述べており，障害のある
児童を取り巻く環境の理解についても重要であることが
推察される。
　
７．今後の道徳科における教職員の資質能力向上のあり方

　本稿では，道徳科に係る教職員の資質能力向上に関す
る研究動向や道徳科の教育課程や指導法改善，特別支援
教育の視点をまとめた。
　教職員の道徳科に係る資質向上を図るための研修の重
要な点として，子供の取り巻く環境や子供の実態に最適
な指導を提供するために，「学習者の視点」や同僚との
協働的な省察など授業者自身の道徳科指導における考え
の幅を広げることが考え，その前提として研修の専門性
と継続性の担保が求められる。
　また，道徳科の教育課程では指導と評価の一体化を
図るPDCAサイクルが組織的に行われる必要性が示され
た。年間指導計画や別葉はもちろんであるが，学期ごと
単元ごとの指導計画を立てるなど，きめ細やかな指導の
必要性が示唆された。また，指導方法においても，領域
時代の課題を克服し，児童が道徳的価値について自分事
として考えられよう学習活動や授業展開等の工夫が行わ
れていた。

　道徳科における特別支援教育の視点については指導方
法と指導内容の両方の側面から指導・支援のあり方の重
要性が示された。困難の状態や児童の成育歴等児童を取
り囲む環境を踏まえた指導の充実が求められる。
　これらを踏まえて，今後の道徳科に係る教職員資質能
力向上の展望をまとめる。教職員の資質能力向上が求め
られる中，道徳科に係る資質能力向上の機会が日々推進
されていることが推察された。一方で，道徳教育推進教
師を中心に添えた指導体制が不十分であることなど，学
校間による差も考えられる。校務分掌の見直しや校内で
の道徳教育推進教師の位置づけや役割の見直しも重要
であるが，田中（2022）の実践のように学校規模や構成
する教職員あるいは各校の教育課程・教育課題・学校風
土等に合わせ，教職員が主体性をもって取り組むことが
でき，効果的・体系的な資質向上に資するような指導体
制及び資質能力向上の機会を構築することが重要であろ
う。また今後は，道徳教育の中で発達障害のある児童へ
の指導が持続的に充実するよう道徳科における特別支援
教育の視点についても言及するような道徳科の研修が求
められる。
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